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大陸地殻年齢と線量率 Age of continental crust and dose rates] 
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岩石・土壌線量率 Rock and soil dose rates  
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岩石と線量率 Rocks and dose rates 

 

 

岩石線量率寄与 Contributions to rock dose rates 
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地表γ線量率の空間変動 Spatial variations in terrestrial gamma dose rate 

 

 

日本の岩石線量率 Rock dose rates in Japan 
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日本の岩石線量率－SiO2 Rock dose rate vs. SiO2 in rock in Japan 

 

 

日本の岩石線量率－K2O Rock dose rate vs. K2O in rock in Japan 
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日本の土壌線量率 Soil dose rates in Japan 

 

土壌線量率基盤岩別統計 

2016.06.20改訂生データ 

火成岩地帯の土壌線量率 (nGy/h) 

基盤岩石            算術平均±標準偏差（標本数）    備考 

（火山岩） 

流紋岩                    75.7±23.8  ( 13)     岐阜県東部 

流紋岩                     37.9± 6.0  ( 43)          新島・神津島 

流紋岩およびデイサイト    63.2±17.8  (109) 

デイサイトおよび流紋岩    42.9±12.6  (177) 

デイサイト                39.0± 9.3  (  8) 

安山岩およびデイサイト    51.6±10.7  ( 13) 

安山岩およびデイサイト    12.2± 3.5  (  7)          小笠原 

安山岩                    36.8±12.4  (148) 

安山岩                     9.2± 3.8  ( 17)      青ヶ島・小笠原 

角閃石安山岩              35.8± 8.2  ( 29) 

輝石安山岩                27.2± 8.6  ( 33) 

安山岩および玄武岩         32.8±12.3  (190) 

玄武岩および安山岩          8.2± 1.9  ( 83)       八丈島・青ヶ島 

玄武岩                    30.0±16.0  ( 66) 

玄武岩                    10.1± 2.3  ( 36)      伊豆大島・三宅島 

アルカリ流紋岩            64.3±12.3  ( 47)          隠岐島後 

アルカリ粗面岩            48.9±11.1  (  5)          隠岐島後 

アルカリ玄武岩            32.8± 8.1  ( 29) 

粗面安山岩                32.5± 6.0 (  8)          壱岐 

粗面玄武岩               37.6±10.0  ( 49) 

（深成岩） 

花崗岩                    75.1±20.7 (195) 

アダメロ岩                63.0±16.8 ( 52) 

花崗閃緑岩および花崗岩    65.3±11.3 (  9) 

花崗閃緑岩                61.8±17.5 (192) 

トーナル岩および花崗閃緑岩 59.7±21.5 (  5) 

トーナル岩                56.4±13.2 ( 14) 

石英閃緑岩                34.6± 9.5 ( 23) 

斑レイ岩および閃緑岩      37.8±12.0 ( 12) 



7 

 

斑レイ岩                  23.5± 5.9 (  7) 

蛇紋岩                    18.1±16.0 ( 10)           高知県  

アルカリ花崗岩           149.2±33.8 (  6)           高知県土佐清水 

閃長岩          164.8±31.2 (  5)           足摺岬 

同じ岩石種でも、属するカリウム岩系（岩石学基礎データ：カリ-シリカ図参照） 

が異なれば線量率も異なる 

 

付加体地帯の土壌線量率 (nGy/h) 

時代              算術平均±標準偏差（標本数） 

ジュラ紀まで               51.0±15.1 (327) 

白亜紀前期         45.1±10.7 ( 26) 

白亜紀後期                 52.1±11.5 (243) 

古第三紀                   51.9±17.4 ( 93) 

 

堆積岩地帯の土壌線量率 (nGy/h) 

地域              算術平均±標準偏差（標本数） 

糸魚川-静岡構造線以東   34.9±13.4 ( 523) 

糸魚川-静岡構造線以西      48.6±12.6 (1581) 

 

変成岩地帯の土壌線量率 (nGy/h) 

              算術平均±標準偏差（標本数） 

隠岐                       63.6± 9.0 (  6) 

飛騨                       56.5±25.6 ( 10) 

三郡                       45.7± 9.5 ( 26) 

三波川                     49.2±15.4 ( 93) 

領家                       54.1±10.9 (  9) 

苦鉄質岩起源          19.9± 6.2 ( 10) 

 

[参考] 湊 進 (2015) 地表γ線量率データベースの改定について、 

放地研特別寄稿 SCS-0110、放射線地学研究所 
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日本の土壌線量率－基盤岩石 SiO2 Soil dose rate vs. SiO2 in bedrock in Japan 

 

 

日本の土壌線量率－基盤岩石 K2O Soil dose rate vs. K2O in bedrock in Japan 
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日本の土壌中の U,Th,K濃度 Concentrations of U, Th and K in Japan 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10 

 

日本の地表γ線量率地図 Terrestrial gamma ray dose rate map of Japan 

 

 


